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７
，
７
８
０
円
（
東
京
駅 

起
算
） 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

東
京
駅(
七
時
一
五
分
外
房
線
特
急)

安
房
鴨
川(

九
時
一
五
分

〜
九
時
二
二
分
Ｊ
Ｒ)

和
田
浦
駅(

九
時
三
九
分
〜
五
〇
分)

花

嫁
街
道
入
口(

時
分)
黒
滝
分
岐(

十
時
二
〇
分)

第
二
展
望
台

(

十
一
時
五
分
〜
一
五
分)
経
文
石(

十
一
時
２
５
分)

じ
が
い
水

(

十
一
時
三
五
分)

駒
返
し(
十
一
時
五
十
六
分
〜
十
二
時
十
五

分
昼
食)

烏
場
山(

十
二
時
四
十
分
〜
十
三
時
一
〇
分)

旧
烏
場

山
展
望
台(

一
三
時
一
五
分)

見
晴
台(
一
三
時
四
〇
分
〜
十
四

時)

黒
滝(

十
四
時
一
五
分
〜
二
〇
分)
黒
滝
入
口(

一
四
時
二
三

分)

和
田
浦
駅(

一
五
時
一
〇
分
〜
一
五
時
三
四
分
Ｊ
Ｒ)

安
房

鴨
川
駅(

一
五
時
五
三
分
〜
一
六
時
七
分
外
房
線
特
急) 

 
 冬

場
の
好
天
限
定
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
計
画
し
た
が
、
ま
あ
ま
あ
早
春
の
一
日
を
ゆ
っ

た
り
歩
け
た
山
行
だ
っ
た
。
道
は
コ
ー
ス
を
通
じ
整
備
さ
れ
て
非
常
に
歩
き
易
く
、

ハ
イ
キ
ン
グ
の
入
門
に
は
絶
好
か
も
。
但
し
、
東
京
か
ら
は
や
や
遠
く
交
通
費
も

日
帰
り
で
は
ち
ょ
っ
と
高
く
つ
く
。 

全
員
一
人
二
座
席
を
占
有
し
て
外
房
線
特
急
『
わ
か
し
お
』

で
安
房
鴨
川
へ
更
に
内
房
線
に
乗
換
え
て
和
田
浦
に
、
駅
で

今
日
の
コ
ー
ス
詳
し
い
案
内
の
チ
ラ
シ
を
ゲ
ッ
ト
し
て
駅
前

か
ら
道
標
に
従
い
歩
き
出
す
。
天
候
は
ぼ
ん
や
り
し
た
う
す

曇
り
で
、
登
山
者
や
行
き
交
う
人
も
少
な
く
、
す
べ
て
が
の

ん
び
り
し
た
趣
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
要
所
に
は
『
花
嫁
街

道
』
を
示
す
案
内
が
こ
れ
で
ど
う
だ
と
い
う
く
ら
い
立
て
て

あ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
の
心
配
は
な
か
っ
た
。
地
元
が
力
を
入
れ

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
満
開
の
菜
の
花
畑
に

見
と
れ
た
り
し
な
が
ら
、
花
嫁
、
花
婿
？
が
寄
り
添
う
道
祖

神
が
鎮
座
す
る
黒
滝
へ
の
分
岐
を
過
ぎ
る
と
、
烏
場
山
へ
の

山
道(

花
嫁
街
道)

に
な
る
。
さ
ほ
ど
急
で
は
な
い
窪
地
状
の

道
を
登
っ
て
行
く
が
、
木
々
に
絡
ん
だ
ツ
ル
や
普
段
の
山
で

は
見
慣
れ
な
い
マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
が
南
国
の
山
の
雰
囲
気
を

感
じ
さ
せ
る
、
第
二
展
望
台
で
一
息
つ
く
が
尾
根
の
向
こ
う

側
に
海
が
光
る
。
道
は
ゆ
る
く
小
さ
く
登
降
し
な
が
ら
経
文
石
、
じ
が
い
水
と
ポ

イ
ン
ト
を
通
過
す
る
が
、
駒
返
し
の
展
望
台
で
空
腹
に
耐
え
き

れ
ず
昼
食
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
僅
か
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
烏
場
山
が
望
め
る
。
山
頂
で
昼
食
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
の

ん
び
り
し
過
ぎ
た
か
な
。
休
ん
で
い
る
と
、
雲
も
広
が
り
風
も

冷
た
く
な
っ
た
の
で
早
々
に
山
頂
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
、
明

る
く
開
け
た
第
三
展
望
台
を
過
ぎ
、
短
い
急
な
階
段
を
登
り
切

る
と
標
識
と
花
嫁
像
に
飾
ら
れ
た
２
６
７
ｍ
の
烏
場
山
頂
に

着
く
。
し
ば
し
周
囲
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
。
町
並
の
先
に
輝
く

太
平
洋
や
内
陸
に
連
な
る
房
総
の
な
だ
ら
か
な
山
々
を
眺
め

る
が
、
山
深
さ
は
感
じ
ず
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
山
域
と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。 

下
山
は
花
婿
コ
ー
ス
と
名
付
け
ら
れ
た
道
を
行
く
、
こ
ち
ら
は
少
し
傾
斜
の
あ

る
コ
ー
ス
の
よ
う
で
あ
る
、
旧
烏
場
山
展
望
台
か
ら
も
う
一
度
山
頂
を
眺
め
て
か

ら
、
殆
ど
登
り
の
な
い
金
比
羅
山
を
越
し
、
１
７
１
ｍ
の
展
望
台
で
休
憩
後
、
急

な
と
こ
ろ
に
は
階
段
が
つ
け
ら
れ
た
道
を
の
ん
び
り
と
下
る
、
急
な
下
り
が
終
わ

り
小
広
い
広
場
の
案
内
に
従
っ
て
黒
滝
へ
降
り
る
。
落
差
１
５
ｍ
程
で
水
量
は
少

な
い
の
で
女
性
的
と
い
う
か
上
品
な
感
じ
の
滝
で
あ
る
。
山
行

の
締
め
に
こ
の
滝
は
一
服
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
感
じ
さ
せ
て
好

ま
し
い
。
滝
見
物
用
に
付
け
ら
れ
た
沢
沿
い
の
道
か
ら
花
園
広

場
に
出
て
、
後
は
舗
装
路
を
今
朝
ほ
ど
の
道
祖
神
の
分
岐
か
ら

往
路
を
辿
り
和
田
浦
へ
出
た
。
今
日
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
の
で
反

省
会
は
省
略
し
て
車
中
人
と
な
り
本
日
は
終
了
。
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
涌
井 

良
明
） 


